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研究成果の概要（和文）：1.関連史料の調査・収集・・・合同調査４回（杭州、上海、南京、北京、長春、ハルピン、
満洲里、大連）、各自の史料調査を実施。２．研究会・ワークショップの開催・・・6回の研究会開催、４回のワーク
ショップ開催・参加。３．国際シンポジウムの開催・・・2015年10月３～４日に奈良大学で、関西の中日文化協会と共
催で「戦時上海におけるメディアーー文化的ポリティクスの視座からーー」を公開開催。４．論文集と雑誌『アジア遊
学』の刊行計画・・・研究成果を論文集（研文出版、2016年７月）、『アジア遊学』特集号（勉誠出版、2016年12月）
として刊行予定。５．ホームページの構築・運営・・・調査・収集した史料の公開。

研究成果の概要（英文）：(1) Survey and collection of materials, with joint research(4 times) and each 
member collecting historical materials. (２) We held six research meetings, and held and participated in 
four workshops. (３) We held an international symposium in collaboration with the Kansai Sino-Japanese 
Cultural Association at Nara University on October 3-4, 2015; the symposium theme was "Media in Wartime 
Shanghai from the Perspective of Cultural Politics." (４)The results of our research will be published in 
two forms: we are in the process of editing the volume of essays which will be published in July 2016 by 
Kenbun Shuppan（研文出版）, and a special issue of the journal Ajia Yugaku (アジア遊学) which will be 
published in December 2016 by Bensei Shuppan (勉誠出版). (5) Construction and maintenance of a homepage 
which will provide access to the historical materials that we have collected.

研究分野： 中国近現代史

キーワード： 上海　メディア　日中戦争
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
さまざまなイデオロギーが交錯し、政治

的な矛盾が入り乱れる＜グレー・ゾーン＞

といわれる戦時上海のメディア空間のあり

方を考察し、それにより東アジアの＜メディ

ア戦＞の中枢でもあった戦時上海の歴史的

な実相を読み解き、今日ますます激化する国

際宣伝及びインテリジェンス戦略の歴史的

な淵源を明らかにするという事を、研究の意

図とした。 

日本における日中戦争史研究の主流は、

従来は軍事史・外交史であったが、最近で

は経済史・社会史・文化史に重点を置き日

中戦争史が問い直されている。とりわけ、

日本の中国に対する文化的侵略と中国の文

化的・精神的な抵抗が大きく取り上げられ

るようになってきた。しかし、日中戦争の

重要な一環である<メディア戦>の実態は

ほとんど明らかにされておらず、その最も

激しい戦場であった「国際都市」上海にお

ける戦時上海メディアの実態についても十

分に検証されていない。 

 さて、本研究は、1990 年に設立された日

本上海史研究会が推進してきた戦時上海に

関する共同研究がその基盤となっている。

日本における戦時上海研究の先導者であっ

た古厩忠夫（2003 年逝去）は、日本の中国

侵略の主体も一つでなく侵略の仕方もさま

ざまな方法があり、一方抵抗する中国の側

にもさまざまな矛盾があったことに注目し、

特に上海における対日協力者問題と共に<

侵略と抵抗> の二元論的論理で把握でき

ない＜グレー・ゾーン＞の問題を提起した。

このような古厩の問題提起を受けて日本上

海史研究会では、2001 年度～2003 年度に

日中歴史研究センターの研究助成を受けて

共同研究「日中戦争期の上海に関する歴史

的研究」を実施し、その研究成果を高綱博

文編『戦時上海―1937～45年』（研文出版、

2005 年）として刊行した。同書『戦時上海』

は日中韓の研究者 11 名の論文によって、

戦時上海を＜Ⅰ「国際都市」上海の支配と

変容＞＜Ⅱ 戦時上海の都市文化＞＜Ⅲ 

抵抗・協力・グレー・ゾーン＞の３つの側

面から解明したものである。その主要な課

題は、<侵略と抵抗>または<「愛国者」と

「漢奸」（売国奴）>という単純な二分法で

は到底把握できない戦時上海の＜グレー・

ゾーン＞を描き出すことにあった。その後

も日本上海史研究会は戦時上海の<グレ

ー・ゾーン>研究を継続しており、日本占

領下の上海において発刊された日本の国策

新聞『大陸新報』（1939～45 年）の検討会

を定期的に行い、戦時上海の文化・文学活

動を研究している関西の『大陸新報』研究

会とも提携して合同研究会を持ち、昨年 11

月には日本上海史研究会・『大陸新報』研究

会および早稲田大学の拠点とする 20 世紀

メディア研究会との共催「『大陸新報』をめ

ぐるワークショップ」を開催した。引き続

き 2012 年 12 月には「戦時中国・上海に関

するメディア史料研究の新たな可能性」をテ

ーマとして第 2 回ワークショップを開催する。 

 要するに、日本上海史研究会はこれ

までの戦時上海に関する共同研究を通じ

て、諸イデオロギーが交錯し政治的矛盾

が重層化する戦時上海の歴史像を明らか

にするためには、戦時上海のメディアの

実態を徹底的に調査・検証し、<グレ

ー・ゾーン>問題がとりわけ顕在化した

ところの戦時上海のメディア空間のあり

方を総合的に考察することが必要である

と構想するに至った。また、本研究は戦

時上海＝「国際都市」上海の文化的特性

を視野にいれたところの「多言語横断」・

「多領域横断」な国際的・学際的な共同

研究を目指すものである。 

 

 

２． 研究の目的 
 本研究は、戦時期（1937～45 年）上海にお



いて刊行されていた邦文・中文・欧文の新
聞・雑誌メディアを発掘および整理・公開し、
それを踏まえて日本占領下における上海メ
ディアの実態を「多言語横断」・「多領域横断」
の視点から、日中および欧米の研究者の協力
を得て多角的に分析することを目的とした。 
  
（１）本研究期間中に明らかにすること 

本研究は、研究期間（平成 25 年度・26

年度・27 年度）内において、その前半にお

いては、戦時上海メディアの実態に関して

邦文・中文・欧文の新聞・雑誌等のメディ

アを中心に調査・収集して「関係目録」を

作成し、その概要を含めて日本上海史研究

会のホームページに公開する。また、主要

な新聞・雑誌はデジタル・データ化した上

でサーバーに載せて国内外の共同研究者が

閲覧検索することのできるシステム

（Social OCR）を構築し、著作権等の問題

のない史料はインターネット上で公開する。

なお、日本上海史研究会ではすでに戦時上

海メディア関係の新聞・雑誌を最も多く所

蔵する上海図書館については調査済みであ

り、日本軍当局の占領地文化工作の一環と

して発刊された邦字紙『大陸新報』、華字紙

『新申報』のデジタル版を作成し研究を開

始しており、中国でデジタル化された『申

報』・『文匯報』、イギリス系新聞の代表であ

る『North China Daily News』（マイクロ

版あり）を使用しているが、さらに研究を

進展させるために次のような上海図書館所

蔵の新聞・雑誌のマイクロ化、デジタル化

し、同図書館で欠けている箇所を国内外で

調査・収集する。邦字紙『東亜日報』、『支

那情報』、『揚子江』、汪精衛政権の機関紙『中

華日報』、上海共同租界で発行されていた、

イギリス系新聞『Shanghai Times』、アメ

リカ系新聞『Shanghai Evening Post and 

Mercury』、アメリカ系国民党準機関紙『中

美日報』、フランス系機関紙『Le Journal de 

Shanghai』、ロシア語新聞『Shankhaiskaia 

Zaria』、ソ連系新聞、ナチス系新聞、ユダ

ヤ人社会情報誌等の新聞・雑誌である。そ

の後半においては、収集した史料について

は、日本側メディア・中国側メディア・国

際メディアが複雑に交錯する戦時上海の政

治・文化・メディア空間のあり方を多角的

な視座から総合的・歴史的に分析する。分

析結果は、定期的に開催する研究会での各

自の分析・研究報告を予定しており、また

26 年度以降にはワークショップや日中お

よび欧米の研究者と共同で国際シンポジウ

ムを開催して研究成果を公表し、論文集を

刊行する。 

 

（２）本研究の学術的な特色・独創性 

第一に、戦時上海メディアの実態に関し

て邦文・中文・欧文の新聞・雑誌等のメデ

ィアを中心に調査・収集し、日本占領下に

おける上海メディアの全体像・実像に迫ろ

うとするものである。戦時上海メディアに

関する総合的・実証的な検証により、その

<グレー・ゾーン>と言われる当該期上海の

政治・文化・メディア空間のあり方を明ら

かにするものである。第二に、戦時上海メ

ディアに関してまた日中や欧米の研究者の

協力を得た国際的な共同研究でもある。そ

して、日本語・中国語・英語・フランス語・

ロシア語という複数の言語を駆使して史料

の分析に当たる「多言語横断」的な研究を

目指すものである。第三に、戦時上海メデ

ィアに関心を持つすべての研究者に開かれ

た学際的な研究を目指すものであり、収集

した史料はインターネット上で共同研究に

参加した研究者に閲覧検索可能なシステム

を構築し、史料の公開にも重点を置くもの

である。 
 
 
３． 研究の方法 
（１）日本上海史研究会を基盤として戦時 

上海メディアに関する共同研究体制を組織

した。 

○→班リーダー 



＜研究総括＞◎石川照子（代表者）・＜総

括補佐＞高綱博文（分担者）     

＜邦文メディア班＞○高綱博文（分担 

者）・大橋毅彦（分担者）・陳祖恩（協力

者）・堀井弘一郎（協力者）・武井義和（協

力者）・ 

＜中文メディア班＞○岩間一弘（分担 

者）・邵迎建（分担者）・鈴木将久（分担 

者）・馬軍（協力者）・徐静波（協力者） 

  ＜欧文メディア班＞○石川照子（代表 

者）・小浜正子（分担者）・藤田拓之（協力 

者）・関根真保（協力者） 

  

（２）戦時上海メディアに関して史料を調査

しマイクロフィルムとして収集、最新のツー

ルを利用してデジタル化してネット上での

閲覧検索システムを構築した。 

 

（３）史料分析を進め、定期的に研究会、国

内外で開催するワークショップや国際ンポ

ジウムで研究成果を報告・公表した。 

 

（４）その成果は、日本上海史研究会のホー

ムページで適時公開するとともに、共同研究

のまとめとして論文集を刊行することが決

定している。 

 
 
４．研究成果 
（１）関連史料の調査・収集 
関西の中日文化協会研究会等との合同調

査を、４回実施した。主な調査地は、杭州、
上海、南京、北京、長春、ハルピン、満洲里、
大連である。その他に、研究分担者それぞれ
が中国、香港、台湾、アメリカ等で、各自の
史料調査を行った。それらの成果は、随時論
文や研究発表の形で公開されている。 
 
（１） 研究会・ワークショップの開催 
期間中、6 回の研究会を開催して、各自の

研究報告の他に、史料分布状況の報告・情報
の共有、研究の進捗状況の確認、研究課題の
確認・役割分担の打ち合わせ、今後の研究体
制の方向性・方途についての検討等を行った。 
また、４回のワークショップの開催、及び中
日文化協会研究会主催のワークショップへ
参加した。主催したワークショップは、「近

代上海における日本文化を考える」（2013 年
８月 31 日。於上海。中日文化協会研究会と
合同開催）、「戦時上海のグレーゾーンと文化
的ポリティクス――中日文化協会上海分会
と日中合作映画の考察を通して――」（2014
年１月 12 日。於大阪。中日文化協会研究会
と合同開催）、「占領地・植民地における＜グ
レーゾーン＞を考える――国際比較の視点
から――」（2014 年８月９日。於東京）であ
る。また、中日文化協会研究会主催「戦時上
海の文学空間を考える――＜中日文化協会
＞を起点として――」（2015 年１月 11 日。
於大阪）に参加した。 
 
（３）国際シンポジウムの開催 

2015 年 10 月３～４日に奈良大学で、関西
の中日文化協会と共催で「戦時上海における
メディア――文化的ポリティクスの視座か
ら――」を公開開催した。メールやポスター
による宣伝の結果、30 名以上の出席者を得る
ことができた。なお、同シンポジウムでは、
研究代表の石川照子、研究分担者の高綱博文、
大橋毅彦、邵迎建、小浜正子が研究報告を行
い、研究分担者の鈴木将久、岩間一弘がコメ
ンテータを担当した。また、研究協力者であ
る陳祖恩（上海・華東大学）、徐静波（上海・
復旦大学）、馬軍（上海社会科学院歴史研究
所）、ポシェック・フー（アメリカ・イリノ
イ大学。書面参加）も、研究報告を行った。 
 
（４）論文集と雑誌『アジア遊学』の刊行計
画 
上記（３）の国際シンポジウム、その他の

研究成果を、論文集（『戦時上海のメディア
――文化的ポリティクスの視座から――』研
文出版、2016 年７月予定）、『アジア遊学』
特集号（「戦時・上海・グレーゾーン――抵
抗と協力のはざまで――」勉誠出版、2016
年 12 月予定）として刊行されることが、既
に決定している。 
 
（５）ホームページの構築・運営 
国内外で調査・収集した史料のホームペー

ジでの公開を通して、情報の共有と発信を行
った。        
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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⑤ 石川 照子、「日本人女学生の第一次上海

事変体験――上海日本高等女学校校刊の
考察――」、大妻比較文化、査読無、16
巻、2015、24－34 

 
⑥ 高綱 博文、「上海日本僑民社会的形成、

組織及其経済「権益」」、台湾師大歴史学
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＞中国理解への道――租界返還後の「大
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読無、66－1、2014、107－134 
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ディア――文化的ポリティクスの視座か
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